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近代

文
明
開
化
は
、
ま
ず
電
信
や
郵
便
と
い
う

情
報
制
度
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
明
治
五

年
（
一
八
七
二
）
に
小
松
郵
便
局
が
九
竜
橋

北
岸
に
建
て
ら
れ
、
電
報
は
明
治
十
六
年
か

ら
始
ま
っ
た
。

目
に
見
え
る
文
明
開
化
、
洋

服
や
洋
食
な
ど
の
西
洋
化
を
全

国
に
広
め
る
契
機
の
ひ
と
つ
が

天
皇
の
地
方
巡
幸
で
あ
ろ
う
。

明
治
十
一
年
、
明
治
天
皇
は
北

陸
東
海
を
視
察
。
十
月
五
日
に

は
小
松
の
本
蓮
寺
に
到
着
し
た
。

六
日
に
は
小
松
を
発
ち
丸
岡
へ
。

途
中
串
茶
屋
町
の
清
水
家
と
月

津
の
興
宗
寺
で
休
憩
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
皇
は
行
く

先
々
で
そ
の
土
地
の
名
望
家
の

居
宅
を
行
在
所
と
し
、
通
信
設

備
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
を

整
備
し
な
が
ら
開
化
の
実
態
を

示
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
各
地
方
都
市
に
は
、
開
化
の
窓
口

で
あ
る
博
物
館
・
物
産
館
が
、「
公
園
」
な

小
松
の
文
明
開
化

4

旧小松郵便局（小松市立博物館提供） 北国街道に面した九竜橋たもと、京町交差点に建設
された。

本�寺内の行在所
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近

代

149

る
施
設
に
開
設
さ
れ
た
。
小
松
で
は
、
通
成

館
と
芦
城
公
園
が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
通
成

館
は
明
治
二
十
年
五
月
に
能
美
郡
連
合
町
村

会
が
二
〇
〇
〇
余
円
を
出
し
て
建
設
。
物
産

館
と
し
て
階
上
に
参
考
品
を
陳
列
し
、
産
業

面
で
の
開
化
を
促
し
た
。

さ
ら
に
、
本
格
的
な
開
化
は
鉄
道
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
。
北
陸
線
は
、
明
治
三
十

年
九
月
二
十
日
、
福
井
―
小
松
間
が
開
通
し
、

小
松
駅
で
開
通
式

が
行
わ
れ
た
。
見

学
人
が
ア
ー
チ
や

球
灯
で
飾
り
付
け

ら
れ
た
停
車
場
付

近
に
群
集
し
、
大

変
な
賑
わ
い
と
な

っ
た
。
こ
の
の
ち

金
沢
駅
開
設
ま
で

の
間
、
小
松
駅
が

終
着
駅
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
小
松

が
物
資
の
流
通
集

積
地
と
な
り
、
駅

前
に
は
旅
館
や
倉

庫
が
建
ち
並
ん
だ
。

商
店
街
も
出
来
、

地
域
経
済
は
拡
大

し
て
い
っ
た
。

（
本
康
宏
史
）

4

通成館前（小松市立博物館提供）

道の端には客を待つ人力車がみえる（小松市立博物館提供）
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